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図 8. H20 年と H21 年に漁獲されたタグ付き種苗の

再捕率 
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図 9. H21 年に漁獲された H18 年 3 月と H19 年 3 月

放流群の平均殻長（棒は標準偏差） 

1) タグ付き種苗の生残・成長 

方法 

 鳥羽地区は国崎，志摩地区は片田を主な調査地として，

H17～19 年度に放流されているタグ付き種苗の生残・成

長について，H21 年 6，9 月，H22 年 1 月に調査を行った。 
 

結果および考察 

発見されたH17～19年度放流タグ付き種苗の個体数お

よび殻長を図 6 に示した。比較的発見数の多かった放流

群は，H17 年 3 月放流群と H19 年 12 月放流群であった。

一方，H19 年 3 月放流群は放流時の殻長が大きな群（40

mm），小さな群（30mm）とも発見数は少なく，特に片

田では 1 月に大の群が 1 個体発見されたのみであった。

 成長について，H19 年 12 月放流群に着目すると，国崎

で 6 月に平均殻長 69.5mm が 1 月には 93.6mm に（24.1m

m 成長），片田では 6 月 77.4mm が 1 月に 98.5mm へと

（21.1mm 成長）達し，H22 年の漁期での水揚げ開始が

予測された。 

 

2) 県内 4 漁場での放流効果調査 

方法 

H17～19 年度にタグ付きアワビ種苗が放流されている

鳥羽市答志・国崎，志摩市甲賀・片田で，口明け時に市

場調査を実施した。H21 年の漁期（5～9 月）における口

開け回数は，答志 6 回，国崎 5 回，甲賀 2 回，片田 2 回

であった。 
 

結果および考察 

H21 年の漁期では，各漁場においてタグ付き種苗が水

揚げに大きく貢献した。特に，H18 年 3 月放流群の水揚

げ量が H20 年に比べ大幅に増大し，最も多かった甲賀で

は 806 個と水揚げの 70%を占めた（図 7）。また，H19

年 3 月放流群の水揚げが開始したのに加え，僅かではあ

るが H19 年 12 月放流群も水揚げされた。H20 年と H21

年を合わせた再捕率についてみると，答志以外の 3 漁場

では，H18 年 3 月放流群は 2％程度，H19 年 3 月放流群

（大・小）は 1％未満となった。答志の再捕率が他の漁

場に比べかなり低いのは，放流漁場で操業を行う海女人

数が少なく，その漁獲努力量の低さに一因があるのでは

ないかと考えられた。 

漁獲された放流群ごとにその平均殻長を図 9 に示した。

漁獲された殻長は，鳥羽地区では国崎，志摩地区では片

田で大きい傾向となった。本結果から，漁場により放流

種苗には成長差があることが示唆され，今後の再捕率な

どにどのように影響してくるか，引き続き調査していく

必要性が考えられた。 
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図 6. 国崎(上段)と片田(下段)における H17～19 年度 

タグ付き放流種苗の発見数(左)と平均殻長(右) 
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図 7. H21 年に各漁場で漁獲されたメガイアワビの 

個体数の内訳 


